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（実際に届いたハガキの一例です）

特
殊
詐
欺
と
は
？

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
消
費
者
に
電
話

を
か
け
る
な
ど
し
て
対
面
す
る
こ
と

な
く
欺
き
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座

へ
の
振
込
み
や
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
、
不
特
定
多
数
の
者
か
ら
現
金
等

を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
の
総
称
で
す
。

高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

　

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
は
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
被
害
者

の
約
８
割
が
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
悪
質
業
者
は
、「
健
康
」・「
孤

独
」・「
お
金
」
な
ど
の
不
安
に
つ
け

こ
み
、
言
葉
巧
み
に
だ
ま
そ
う
と
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
期
や
話
題
と

な
っ
て
い
る
内
容
に
合
わ
せ
、
様
々

な
手
口
で
勧
誘
し
て
き
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求

　
「
法
務
省
管
轄
支
局　

国
民
訴
訟

お
客
様
管
理
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
名

乗
る
機
関
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と

い
う
相
談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「
裁
判
所
へ
の
訴
状
の
提
出
」
や

「
預
金
等
の
差
し
押
さ
え
」
な
ど
消

費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
問
い
合
わ

せ
を
し
て
く
る
方
を
狙
っ
て
、
お

　
「
同
僚
と
株
を
買
っ
た
が
、
株
を

買
っ
た
金
は
同
僚
が
会
社
の
金
を
横

領
し
た
金
だ
っ
た
。
自
分
も
逮
捕
さ

れ
て
し
ま
う
。」

　
「
今
す
ぐ
２
０
０
万
円
を
支
払
え

ば
、
示
談
で
き
る
。」

　
﹁
東
京
駅
ま
で
お
金
を
持
っ
て
き

て
欲
し
い
。﹂　

　

こ
れ
は
、
和
歌
山
県
下
で
実
際
に

被
害
の
あ
っ
た
手
口
で
す
。

　

息
子
や
孫
を
装
っ
て
、
電
話
を
か

け
、
東
京
な
ど
首
都
圏
ま
で
現
金
を

持
参
さ
せ
る
現
金
手
交
型
の
特
殊
詐

欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
現
金
手
交

型
の
詐
欺
被
害
は
、
新
た
な
現
金
受

取
手
段
と
し
て
、
今
年
に
入
り
頻
発

し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
下
に
お
い
て
は
14
件
発

生
し
、
被
害
総
額
は
３
，
７
０
６
万

円
に
も
上
り
ま
す
（
5
月
末
現
在
）。

2018・9　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　

岩
出
市
で
は
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架

空
請
求
や
公
的
機
関
を
名
乗
る
者
か

ら
の
詐
欺
電
話
な
ど
特
殊
詐
欺
に
関

す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と
い
う
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

　

誰
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
多
発
し

て
い
る
詐
欺
の
手
口
や
対
処
法
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
賢
い
消
費
者
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
被
害
は

　
　
　
み
ん
な
で
防
ご
う

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
他
人
の
言
う

こ
と
を
疑
わ
ず
簡
単
に
信
用
し
て
し

ま
う
方
や
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付

か
な
い
方
が
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害

に
遭
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
も
、

「
恥
ず
か
し
い
」「
他
人
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
誰
に

も
相
談
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

消
費
者
一
人
ひ
と
り
が
詐
欺
の
手
口

を
知
る
と
と
も
に
、
家
族
や
周
り
の

方
々
の
見
守
り
が
大
切
で
す
。
不
審

な
電
話
や
突
然
の
訪
問
が
あ
っ
た
と

き
の
対
処
方
法
を
日
頃
か
ら
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

現
金
手
交
型
の
詐
欺

和
歌
山
県
内
で
も

　
　
　

報
告
さ
れ
て
い
ま
す

金
を
だ
ま
し
と
ろ
う
と
す
る
手
口
で

す
。

　

ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
は
絶
対
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。　

（
問
い
合
わ
せ
先
）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　
　
　
　

☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

○
消
費
生
活
相
談
窓
口　

市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
61
‐
６
９
６
６

○
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
‐
４
３
３
‐
１
５
５
１

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
時
は
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

特
集

﹁
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
﹂
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

被
害
者
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
決
し
て
他
人
事
と
思
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
あ
れ
？
」
と

思
っ
た
ら
、
現
金
を
渡
す
前
に
ま
ず

は
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
岩
出
警
察
署　

☎
63
‐
０
１
１
０

特
殊
詐
欺
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オレオレ詐欺
●「仕事の書類と取引先に支払う小切手が入った鞄を電車に忘れ
た。支払いができなければ大変なことになる。お金を貸してほし
い。」と息子を名乗る者から電話があった。
●「会社のお金を横領した。弁護士と示談の話をしている。代理
の者がお金を取りに行く。」と孫を名乗る者から電話があった。
●「あなたの通帳が犯罪に使われている。今から警察官が通帳の
回収に伺う。」と警察を名乗る者から電話があった。

架空請求詐欺
●「有料サイトの利用料金が未納となっている。支払わなければ
訴訟になる。」と言われた。
●「会員登録料が未納となっている。コンビニで電子ギフト券を
買え。」と指示があった。
●「競馬や宝くじの当選番号を教える」と嘘を言って、会員登録
料や情報料を請求する手口。
●「あなたの個人情報が漏れている、削除するための金銭が必
要。」と言われた。

還付金詐欺
●「健康保険料の還付金がある。」と市役所職員を名乗る者から
電話があり、近くの ATM へ行くよう指示された。 

（言葉巧みにスーパーに設置の無人の ATM へ誘導
されることが多い）

金融商品取引等詐欺
●「未公開株や債券を購入する権利が当たった。あなただけ特別！
購入しなければ権利を譲ってほしい。」　「名義貸しは
犯罪になる。お金を送れば解決できる。」などと嘘
を言って騙す手口。

　相手の話だけをすぐに信用せず、家
族や最寄りの警察署に確認を取りま
しょう。

アドバイス

　身に覚えのない請求や電子ギフト券
の購入を指示された場合は、慌てて電
話したりメールしたりせず、警察署や
最寄りの相談窓口に相談しましょう。

アドバイス

　年金事務所や金融機関などを騙って
連絡が来ることもあります。還付金の
払い戻しを ATM で手続きすることは
絶対にありません。すぐに警察署へ連
絡してください。

アドバイス

　老人ホームの入居権や投資商品な
ど、勧誘の手口は様々です。現金は宅
配便などで送ることはできません。こ
のような電話があれば、すぐに警察署
に連絡してください。

アドバイス

こんな言葉に要注意！
特殊詐欺の手口を知ろう

特集　特殊詐欺
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内線だけの表記の場合：岩出市役所・・・☎ 62-2141（代）

【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

第 13 回岩出市民運動会
生涯学習課  スポーツ健康係☎ 62-0370

　スポーツを通して、市民の皆さまのふれあいと交流を

深めていただくために、本年も「体育の日」に市民運動

会を開催いたします。

　また、スポーツアトラクションも同時に開催いたしま

すので、市民の皆さま、お誘いあわせのうえ、多数ご参

加ください。

○日時　10 月 8 日（月・祝）（体育の日）

※雨天等で中止の場合は 10 月 14 日（日）に延期

○場所　大宮緑地総合運動公園

○その他　

　運動会プログラムの詳細等については、市ウェブサイ

トに掲載します。また、10 月にはチラシを各戸配布い

たします。

みんなで防ごう！高齢者虐待
地域包括支援センター（内線 357）、長寿介護課  長寿社会係（内線 176）

　高齢者虐待とは、高齢者の「人としての尊厳を傷つけ

る行為」です。家族などの養護者（介護者）だけでなく、

介護従事者からの行為も含まれます。

　高齢者虐待には次の種類があります。

○高齢者虐待かな？と思ったら…
　虐待は、虐待を行っている本人に自覚があっても自分

ではなかなか止めることができません。なお、「高齢者に

対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関

する法律」では虐待の発見者には市への通報義務がある

と定められています。『これは虐待では…？』と思ったら

市へ早めに相談しましょう。

●市民のみなさまへ
　地域の見守りや気づきが、高齢者虐待防止の第一歩！

大きな問題が発生する前に防ぐためには、地域住民の皆

様からの情報提供が不可欠です。虐待の「可能性」がある

と思った時は市にご相談ください。

●介護をしている方へ
　１人で悩まず相談してください。

　介護の負担を1人で抱え込んでいませんか？介護の負

担を軽減する様々な介護サービスをはじめとする医療や

福祉サービスを上手に活用して介護の負担を減らしま

しょう。

　相談等については、上記までお問い合わせください。

身体的虐待
殴る、蹴る、部屋に閉じ込める、無理矢
理食事を口に入れる、ベッドに縛りつ
けて身体を拘束するなど

介護・世話の放棄・
放任

長期にわたり入浴させない、十分な水
や食事を与えない、部屋を清掃しない
など

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、子どものように扱
う、意図的に無視するなど

性的虐待 本人の同意がないのに性的行為を強
要するなど

経済的虐待 年金や現金の無断使用、資産（家や土
地など）の無断売却など
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トピックス

【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

家具転倒防止金具等取付事業
総務課  危機管理室（内線 132、133）

　地震で家具が転倒すると、避難の妨げになったり、下

敷きになってケガをしたり、最悪の場合は命を落とすこ

ともあります。

　そこで、身近な対策の一つに家具を金具等で固定する

転倒防止対策があり、市では、対象者に対して家具に転

倒防止金具等を取り付ける事業を実施しています。

○対象者
　市内に住所を有する方で、次のいずれかの世帯に属

し、当該世帯員により金具等の取付けが困難である方

① 65 歳以上の方のみの世帯

②身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、

特定疾患医療受給者証、小児慢性特定疾患医療受診券の

交付を受けている方がいる世帯

③介護保険の要介護認定で要介護１以上とされている方

がいる世帯

④その他市長が特に必要と認める世帯

※同世帯に 64 歳以下の方がいる世帯は対象外。

○対象家具　１世帯につき、３台以内（タンス、本棚等）

○費用　取付けに係る費用は無料。ただし、金具代は利

用者の自己負担となります。（L 字型金具を使用し３台

の家具を固定する場合は、千円程度です）

○申込期間　平成 31 年 2 月 28 日（木）まで

○その他
※本事業は家具転倒防止を完全に保証するものではあり

ません。万一、災害時等に家具が転倒し、被害を被った

としても、市及び受託者は賠償いたしません。

※借家（アパート、マンション等）に取り付ける場合は

家主に承諾を得てください。

9 月 10 日は下水道の日です
上下水道業務課  下水道係（内線 264・294）　

　「下水道の日」は、1961 年、著しく遅れていた下水

道の全国的な普及を図る必要があることから、このア

ピールを全国的に展開するため、「全国下水道促進デー」

として始まりました。

　市では 9 月 10 日の「下水道の日」に合わせて市内各

所で啓発活動を行います。

　公共下水道は皆さまに接続していただくことで、生活

環境の改善や河川の水質保全という効果を発揮すること

ができます。市では公共下水道への早期接続を図るため

に、接続工事費の一部を補助する水洗化助成金制度と利

子補給制度を設けています。

○水洗化助成金
　供用開始後 3 年以内に公共下水道への接続工事を完

了、または、排水設備等工事計画確認申請書を提出し、

180 日以内に排水設備工事が完了した場合に助成を受

けることができます。

　助成額は供用開始後１年以内が上限７万円、２年以内

が上限５万円、３年以内が上限３万円となっており、３

年を過ぎると助成を受けることができなくなります。

○利子補給制度
　供用開始後３年以内に公共下水道への接続工事の工事

費支払いの為に市が指定した金融機関から受けた融資に

対し、５万円を限度に利子補給金を交付するものです。

※どちらの制度も新築家屋や事務所などは対象外となり

ます。また２つの制度を併用することはできません。

また、手続き等詳細については相談窓口も随時開設して

いますのでお気軽にご相談ください。
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【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう

子育て支援課  子育て支援係（内線 325）

平成 31 年度保育所等
利用申込のご案内〈一次募集〉
○対象児童
　平成 31 年 4 月 2 日時点において生後 6 週以上から平

成 25 年 4 月 2 日生まれで、家庭において必要な保育を

受けることが困難な児童

○申込書配付場所      ・市内各保育所　・市役所子育て支

援課　・地域子育て支援センターあいあい（総合保健福

祉センター 2 階）

　

幼稚園部の利用を希望する
方は、各施設へ直接
お問い合わせください。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
岩出

3
おひさま

4
山崎

5 6

7 8 9 10
しらゆり

11
山崎北

12 13

14 15 16
さくら

17
根来

18
上岩出

19 20

21 22
市役所

23
市役所

24
市役所

25
市役所

26
市役所

27
市役所

28 29 30 31

○申込みの受付について
　平成 31 年 4 月から保育所等へ新規利用を希望する方

のみ次のとおり受付を行います。

○受付時間　午前 10 時～午後 4 時

　　　　　　（市役所は午前 9 時～午後 4 時）

　第一希望の保育所受付日に、申込書と必要書類を揃え

て申込児童と一緒に園へお越しください。

【受付日程と場所】

施設名 受入年齢 電話番号

公

立 保育所（園）

岩出保育所

1歳児以上

62-2402
山崎保育所 62-2844
根来保育所 62-2701
上岩出保育所 62-2814

私

立

しらゆり保育園
0歳児以上（生後6か月以上）

62-8678
さくら保育園 62-6200

認定こども園
山崎北こども園

0歳児以上（生後6週以上）
62-0732

おひさま子ども園 63-0269

地域型
つくしの里こども園 0歳児（生後6か月以上）～2歳児 69-1003
さくらんぼ学級 1歳児（満2歳以上）～2歳児 62-5361

【保育所（園）等施設名及び連絡先】

　つくしの里こども園、さくらんぼ学級を希望する方は市役
所受付日にお越しください。また、第一希望の保育所受付
日へ行けない方は、市役所受付日にお申込みください。

※認定こども園の幼稚園部分を希望する方は、施設へ直接お
　申し込みください。
※詳細は、申込案内またはウェブサイトをご覧ください。

地域ボランティア養成講座
福祉課  総務係（内線 329）　FAX61-1632

○対象者　

　岩出市内に居住または通勤・通学している方で、今後

地域でボランティア活動をしていきたい、活動する仲間

づくりをしたいと思う方

○定員　25 名程度

○場所　総合保健福祉センター視聴覚室ほか

○費用　受講費用は無料です。

　　　　（視察研修費として別途自己負担 2,000 円必要）

○申込期間　

　9 月 28 日（金）まで（土・日・祝日は休み）

○申込方法　

　氏名・住所・電話番号と、地域ボランティア養成講座

受講希望の旨を上記まで電話でお伝えいただくか、FAX

でお申し込みください。

日　程 内　容　等
10月   4日（木）

午後1時～午後4時
　地域福祉とボランティア活動
　※講義やワークショップ形式で学ぶ10月 30日（火）

11月   6日（火） 午前9時30分～午後4時
　支え愛・助け合う「ふれあいの体験学習」
　※県内の先進地視察研修

支え愛♥助け合う

受講生募集
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平成 30 年度　手話の基礎講座受講生募集！
福祉課  障害福祉係（内線 339）　FAX61-1632

　聴覚に障害がある方とのコミュニケーション方法の一

つである「手話」を学びませんか。手話の基礎を楽しく

学んで、聴覚障害者との会話を広げ、共に理解を深めま

しょう。皆さんの参加をお待ちしています。

○対象者（次のいずれにも該当される方）
・手話奉仕員養成講座の入門課程（テキスト手話を学ぼ

う手話で話そう【第 1 ～第 18 講座】）を修了されてい

る方及び修了見込の方

・岩出市内に居住または通勤・通学されている方で生年

月日が平成 15 年 4 月 1 日以前の方

○講習期間・回数　（全 23 回）

・昼間の講座　9 月 26 日～平成 31 年 3 月 13 日　

　水曜日　午後 1 時 30 分～３時

・夜間の講座　9 月 27 日～平成 31 年 3 月 14 日

　木曜日　午後 7 時～ 8 時 30 分

○募集定員　各講座 20 名程度（先着順）

○講習会場　総合保健福祉センター等

○費用　受講費用は無料です。

　　　　テキスト代実費 3,240 円（税込）

○申込期間・申込方法
　9 月 3 日（月）～ 9 月 14 日（金）（土・日は休み）

　午前 9 時～午後 5 時 30 分

　福祉課窓口にて受講申込書に記入いただくか、岩出市

ウェブサイトから受講申込書をダウンロードして郵送、

FAX、またはＥメール（fukushi-1@city.iwade.lg.jp）でも

申込みできます。

無料乳がん検診のお知らせ
保健推進課  保健予防係☎ 61-2400　FAX61-2411　おかけ間違いにご注意ください

　ピンクリボン月間にあわせて、岩出市と日本赤十字社

和歌山医療センターが乳がん検診を共同開催します！！ 

　市の乳がん検診の対象年齢ではない 30 歳～ 39 歳を

対象としていますので、ぜひこの機会に受診しましょ

う。

○日時　10 月 13 日（土）　午前 9 時～午後 1 時 30 分

　　　　（時間の指定はできません。）

○場所　日本赤十字社和歌山医療センター　

　　　　健康管理センター

　　　　和歌山市小松原通 4 丁目 20 番地

　　　　☎ 073-422-4171（内線 1471）

○対象年齢　30 歳～ 39 歳の岩出市民の女性

　　　　　　（平成 31 年 3 月末現在の年齢）

○定員　先着 50 名

　　　※受診者の発表は、日本赤十字社和歌山医療セン

　　　　ターからの問診票の発送をもってかえさせてい

　　　　ただきます

　　　※問診票は 10 月 5 日（金）までに届きます。

○検診内容　マンモグラフィ（2 方向）、視触診、乳腺

　　　　　　超音波検査の 3 セット。

○申込方法　次の QR コードまたは URL からウェブサ

イトにアクセスし、応募フォームから申込みください。

（氏名、ふりがな、郵便番号、住所、生年月日、年齢、

電話番号を入力してください）

QR コード

URL　https://www.city.iwade.lg.jp/contact/kenshin.html

○申込期間　9 月 10 日（月）～ 9 月 26 日（水）

※ 9 月 10 日から応募フォームをウェブサイトに掲載し

ます。

○注意事項　

　妊娠の可能性がある方、妊娠中、授乳中、豊胸手術施

行者、ペースメーカー装着者の方、脳室―腹腔シャント、

脳室―心房シャントを施行されている方、乳房再建術施

行者、ポート等挿入されている方、並びに平成 30 年 4

月以降すでに乳がん検診を受けられている方は受診でき

ません。

　マンモグラフィを撮影する技師は、基本は女性技師で

すが男性技師の場合もありますのでご了承ください。
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トピックス

「ちょっと今から仕事やめてくる」

　「自殺予防週間」に合わせ、次のとおり映画上映会を開催します。

　皆様のご来場をお待ちしております。

○日時　　9 月 15 日（土）午後 1 時 30 分～

○場所　　市民総合体育館　小ホール

○その他　申込不要、入場無料（定員 600 名）

　　　　　　　　　　　を上映します！

9 月 10 日から 16 日は自殺予防週間です
福祉課  障害福祉係（内線 373、322）　FAX61-1632

　9 月 10 日の「世界自殺予防デー」から一週間は、自

殺予防に関する理解を深めていただくための「自殺予防

週間」とされています。

　わが国の自殺者数は、平成 10 年以降３万人前後の状

態が続いていましたが、平成 22 年以降は減少を続けて

います。しかしながら、いまだ、毎年２万人を超える状

況であり、交通事故による死者数の５倍以上の人が自殺

によって命を落としています。

　警察庁の統計によると、平成 29 年における全国の自

殺者数は 21,140 人（人口 10 万人対 16.7）、和歌山県

では 197 人（人口 10 万人対 20.6）でした。

　自殺の要因は一つではなく、社会構造・経済的要因等

がからみあった複雑な問題が背景にあるといわれていま

す。

　自殺を未然に防ぐために、自分や周囲のこころの健

康・いのちの大切さについて考えてみませんか。

○あなたにもできる自殺予防のための行動
【気づき】家族や仲間の変化に気付いて、声をかける。

【傾　聴】本人の気持ちを尊重し、訴えに耳を傾ける。

【つなぎ】早めに専門家に相談するよう促す。

【見守り】温かく寄り添いながら、じっくりと見守る。

○タイトル　「ちょっと今から仕事やめてくる」
○ストーリー　
　ブラック企業で働く青山隆（工藤阿須加）は、仕
事のノルマが厳しく精神的に追い詰められていた。
疲労のあまり駅のホームで意識を失い、危うく電車
に跳ねられそうになってしまう。すんでのところで
青山を救ったのは、幼馴染みのヤマモト（福士蒼汰）
と名乗る男。だが、青山には彼の記憶がまったく無
かった―

岩出げんき体操体験会のご案内
長寿介護課  地域包括支援センター（内線 353）

　いつまでも元気で自分らしく生活していくためには、

病気などの予防に加えて、要介護の状態になることをで

きるだけ予防する、介護予防の取り組みが重要です。

　市では、「岩出げんき体操」を通して、転びにくい身

体づくり、体力づくりと集いの場づくりを支援していま

す。この機会に「岩出げんき体操」を体験してみません

か。参加される方は、水分を用意して動きやすい服装で

お越しください。

○日時　　10 月 23 日（火）　午後 1 時 30 分～ 3 時　

○会場　　総合保健福祉センター　３階　多目的ホール

○定員　　50 名

○対象　　65 歳以上の岩出市民の方

○内容　　・体力測定　　・岩出げんき体操

○申込方法　地域包括支援センターへ電話でお申込みく

　　　　　　ださい。
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館 ・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。
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　平成 29 年度の税制改正により、配偶者控除および配偶者特別控除が次のと

おり見直されました。平成 31 年度（平成 30 年中の所得）の市県民税から適

用されます。なお、勤務先の扶養手当や社会保険への加入条件などとは異なり

ますので、これらについては勤務先へ確認してください。

○配偶者控除
　納税義務者本人の合計所得に応じて控除額が見直され、合計所得金額が

1,000 万円を超える場合は、配偶者控除が受けられなくなりました。なお、配

偶者控除は、配偶者（妻または夫）の所得が 38 万円以下（給与収入で 103 万

円以下）である場合に対象となります。

○配偶者特別控除
　納税義務者本人の合計所得金額に応じて控除額が見直されたほか、対象とな

る配偶者の合計所得金額は 38 万円超 123 万円以下（現行は 38 万円超 76 万

円未満）となりました。ただし、これまでと同様に合計所得金額が 1,000 万

円を超える納税義務者については、配偶者特別控除の適用はありません。

配偶者控除・配偶者特別控除が変わります

配偶者の合計所得金額
配偶者控除 配偶者特別控除

～38
（～103）

～90
（～155）

～95
（～160）

～100
（～167）

～105
（～175）

～110
（～183）

納
税
義
務
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額

～900
（～1,120）

３３
※①

３３ ３１ ２６ ２１ １６

～950
（～1,170）

２２
※②

２２ ２１ １８ １４ １１

～1,000
（～1,220）

１１
※③

１１ １１ ９ ７ ６

1,000超
（1,220超）

－ － － － － －

配偶者の合計所得金額
配偶者特別控除

～115
（～190）

～120
（～197）

～123
（～201）

123超
（201超）

納
税
義
務
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額

～900
（～1,120）

１１ ６ ３ －

～950
（～1,170）

８ ４ ２ －

～1,000
（～1,220）

４ ２ １ －

1,000超
（1,220超）

－ － － －

表中の（　）内は、給与のみの収入金額

※老人配偶者控除（70 歳以
上）については、配偶者控除
金額①の場合は 38 万円、②
の場合は 26 万円、③の場合
は 13 万円になります。

（単位：万円）

（単位：万円）

問　税務課市民税係
　　（内線 141 ～ 144）

たばこ税手持品課税説明会 消費税軽減税率制度説明会

9月13日（木）　13:30～14:20 9月13日（木）　14:30～15:30

場所：かつらぎ総合文化会館AVホール（かつらぎ町丁ノ町2454）

9月14日（金）　13:30～14:20 9月14日（金）　14：30～15：30

場所：岩出市総合保健福祉センター多目的ホール（岩出市金池92）

粉河税務署説明会のご案内

問　粉河税務署☎ 73-3301
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9 月夜間納税相談日
13 日（木）・27 日（木）

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

10 月 1 日（月）です。

■国民健康保険税第 4 期

■後期高齢者医療保険料第 3 期

■介護保険料第 4 期

納   期   限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
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求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
と
き
も
届
出
を

　

自
損
事
故
な
ど
加
害
者
が
い
な
い

事
故
、
自
転
車
の
事
故
、
暴
力
行
為

な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
で

治
療
を
受
け
る
場
合
な
ど

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
９
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ

○
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
方
へ

　

8
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
、
1
か
月
の
自
己
負
担
額

が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財

政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問　

▼
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
‐

53
‐
０
０
０
６
（
通
話
無
料
）

▼
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐

６
６
８
８

個
別
歯
周
疾
患
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

歯
を
失
う
一
番
の
原
因
は
歯
周
病

で
す
。
成
人
の
約
80
％
が
か
か
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
、
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
歯
周
病
を
正
し
く
予
防
・
治

療
す
れ
ば
、
何
歳
に
な
っ
て
も
自
分

の
歯
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
個

別
歯
周
疾
患
検
診
の
案
内
ハ
ガ
キ

（
受
診
票
）
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

受
診
票
は
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ

い
。
受
診
期
間
は
、
平
成
31
年
1
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
和
歌
山

県
内
の
実
施
歯
科
診
療
所
に
て
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
。
検
診
内
容
は
問

診
と
口
腔
内
検
査
で
す
。
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

歯
の
健
康
を
守
り
、
正
し
い
歯
磨

き
方
法
を
見
つ
け
る
機
会
と
し
て
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

健
康
・
介
護

相
続
登
記
は

　
　

お
済
み
で
す
か
？

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

届
出
を
！
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　健康のため、何か取り組んでいることはありますか？

健康を維持するのに『１に運動、２に食事、しっかり禁

煙、最後に薬』と言われますが、あるテレビ番組で『何

が一番健康に効果的なのか』ということが紹介されてい

ました。

　その番組では何が一番健康に効果的だとされていたの

か？それは『人とのつながりをもつこと』でした。

　そこでは 80 歳代のご夫婦のとても興味深い話が紹介

されていました。夫は熱心にウォーキングなどを続け、

毎日運動を欠かさないスポーツマン。妻は運動が得意で

はないが、友人と集う社交家です。タイプの違う二人を

比較して、身体能力や健康度を測定すると、意外にも運

動が苦手という妻の方に軍配が上がりました。このよう

な結果になったのはどうしてでしょうか。そこには人間

の免疫システムが大きく関与しているそうです。

　私たちの身体には、免疫システムが備わっていて、ウ

イルスなどの外敵やストレスから自分を守るために炎症

反応を起こします。それが長期間続くと血管や筋肉にも

影響を及ぼし、筋力が衰え、動脈硬化が進み、脳卒中・

非常勤保健師
　熊

くましろ

代　陽
よ う こ

子

人とのつながりを大切に ～健康寿命をのばそう１／４回～

心臓病などの疾病につながり果ては寝たきりという事態

にもなりかねないのです。『人とのつながりをもつ』こ

とには、炎症反応を抑え、健康な身体と心を取り戻す効

果があるというのです。

　岩出市国保は特定保健指導の一環として、次のとおり

「運動教室」を開催します。国保以外の方も参加できま

す。この教室に参加し、『人とのつながり』をもちながら、

体を動かしてみませんか。

「運動教室」のお知らせ
○日時　10 月 2 日（火）午前 10 時から

○場所　総合保健福祉センター３階　多目的ホール

※事前に国保・年金係に電話でお申込み下さい。

　　　問　保険年金課  国保・年金係（内線 198）

40 歳以上の岩出市国民健康保険に加入の皆さまへ
まだ、今年の特定健診が受診できます
～特定健診を受診して健康状態をチェックしましょう！～

　

　来年 1 月 31 日（木）まで次の医療機関で、糖尿病や

高血圧などの生活習慣病の発症と関わりがあるメタボ

リックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定

健診（個別健診）を実施しています。

　この機会にぜひ健診を受け、 ご自分の健康状態を

チェックし、生活習慣病を予防しませんか！

○健診内容

地区名 医療機関名 電話番号
岩

出

地

区

伊藤内科 69-2121
宇野内科 62-2101
おおみや診療所 61-6151
殿田胃腸肛門病院 62-9111
林循環器内科クリニック 62-3056

山

崎

地

区

胃腸肛門科家田医院 61-1212
こうぐち内科クリニック 61-5252
塚本内科クリニック 67-3377
富田病院 62-1522
ナカイマ整形外科クリニック 62-5558
よしだクリニック 69-5404
ますだクリニック 79-3200

地区名 医療機関名 電話番号
根

来

地

区

かきはら胃腸科内科 61-2600
豊田内科 63-0297
ふじはら整形外科クリニック 67-3622
はた乳腺クリニック（女性のみ） 63-1177

上

岩

出

地

区

岩田医院 62-6705
上岩出内科・脳神経外科 69-5500
かわぐちクリニック 67-2334
紀の川クリニック 62-0717
安川診療所 63-1688
やよいメディカルクリニック 62-7777

特定健診は“無料 ” で受診できます

平成 29 年度は 33.4％（速報値）
の国保加入者が受診されました

↓

○医療機関一覧（22 医療機関）

　・基本項目…問診・身体計測・尿検査・血圧測定・
　　　　　　　血液検査・診察
　・詳細項目（医師の判断項目）
　　　　　　…貧血検査・心電図検査

目標は平成 30 年度
で 40％です！

問　保険年金課  国保・年金係（内線 191）

運動教室の様子



PB

2018・9　広報いわで　　12

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
2
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

○
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

○
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
1
人
に
つ
き
1
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。「
妊
婦
の

夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認
書

類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
う

え
、
接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種

者
名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名

の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名

義
の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦

の
夫
の
み
）、
認
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
提
出
期
限

　

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

問　

保
健
推
進
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

9月　休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来 
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　す。電話が通じないときは消防署（☎
　61-1791）にお問い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
2 日 谷口歯科医院 紀の川市名手市場２５２－３ 75-4467
9 日 オリーブ歯科 紀の川市粉河８３７－２ 73-6369

16 日 佐野歯科医院 紀の川市豊田８５ 77-0170
17 月 西野歯科医院 岩出市北大池角田７８－７ 62-4556
23 日 水崎歯科医院 岩出市宮６７－４ 62-9898
24 月 たかぎ歯科医院 岩出市水栖１１－１０ 63-0416
30 日 和（なごみ）歯科クリニック 岩出市根来９３７－１ 69-0118

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ
　岩出市内に住所を有する次の方を対象に実施していま

す（対象者①の方には 4 月下旬に案内を郵送しています）

　期限は平成 31 年 3 月 31 日までとなっていますので、

接種希望の方は接種忘れのないようお願いいたします。

※肺炎球菌ワクチン（23 価）予防接種を過去に 1 回で

も接種された方は対象外となりますので、ご了承くださ

い。

〇対象者
① 65 歳　（昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生）

　70 歳　（昭和 23 年 4 月 2 日生～昭和 24 年 4 月 1 日生）

　75 歳　（昭和 18 年 4 月 2 日生～昭和 19 年 4 月 1 日生）

　80 歳　（昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生）

　85 歳　（昭和 8 年 4 月 2 日生～昭和 9 年 4 月 1 日生）

　90 歳　（昭和 3 年 4 月 2 日生～昭和 4 年 4 月 1 日生）

　95 歳　（大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 年 4 月 1 日生）

 100 歳    （大正 7 年 4 月 2 日生～大正 8 年 4 月 1 日生）

② 60 歳以上 65 歳未満の方であって、心臓、じん臓ま

たは呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限

される程度の障害を有する方、およびヒト免疫不全ウイ

ルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な

方（事前に総合保健福祉センターへお問い合わせくださ

い。）

※②に該当する方で、平成 26・27・28・29 年度に接

種した方は、対象外となります。

〇費用 　 自己負担 ３, ０００円

※生活保護法による扶助を受けている方は無料（生活保

護傷病届の証明書が必要）

　接種を希望される方は実施医療機関に予約を入れてい

ただくとともに注意事項を読み、予診票と予防接種済証

をお持ちになり接種してください。

　　　　　問　保健推進課　保健予防係☎ 61 ‐ 2400

「暑い」・・・
　うちわであおぐ
しぐさをします。

今月は「暑い」です。
みんなで手話を学ぼう！
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◇
献　

血

○
日
時
・
場
所

8
日
（
土
）　
（
株
）
オ
ー
ク
ワ

　
　
　
　

ミ
レ
ニ
ア
シ
テ
ィ
岩
出
店

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時
30
分

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

広
告

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

　
【
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０　

　

☎
77 

‐ 

６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時　

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

【
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼

　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
】

（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係　

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

環
境
・
エ
コ

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入

補
助
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
（
容

器
）
を
購
入
す
る
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
て
い

ま
す
。

︻
生
ご
み
処
理
容
器
】

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事

　

業
所
は
除
く
）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

品名 購入金額 補助金額 自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａタイプ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296円

生ごみ処理容器（Ｂタイプ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020円

A タイプ

B タイプ（2 個で 1 セット）

︻
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
】

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で
の
期
間 

　

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の
住

　

居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

　

よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

　

管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切

　

に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で

　

き
る
方

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処

　

理
機
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方

⑧
当
該
処
理
機
の
使
用
状
況
等
の
報

　

告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入

金
額
の
２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た

だ
し
、
補
助
限
度
額
は
、
３
万
円
と

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

空
き
地
等
雑
草
除
去
に

つ
い
て
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
火
災
の
原
因
に
な
る
、
花
粉
が

飛
散
す
る
等
、
周
辺
住
民
の
住
環
境

や
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

空
き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
周

辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

責
任
を
持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て

い
た
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
（
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む
）
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  
生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
】

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
 5日・19日

（第1・3水曜日）

毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
12日・26日

（第2・4水曜日）

毎週

木曜日

9 月の不燃物と資源ごみの回収予定日
　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
か
ら
の
畳
の
搬
入
は
、

1
日
に
つ
き
8
枚
ま
で
で
す
。

※
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合
、「
持
ち

込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の
記
入
と
あ

わ
せ
て
、「
免
許
証
等
住
所
確
認
が

で
き
る
証
明
書
」
に
よ
る
住
所
の
確

認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　

平
成
30
年
度
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金

　

生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

　

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

○
補
助
金
額

５
人
槽　
　
　

３
３
２
，
０
０
０
円

６
～
７
人
槽　

４
１
１
，
０
０
０
円

８
～
50
人
槽　

５
１
９
，
０
０
０
円

○
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

変
更
す
る
際
の
、
単
独
浄
化
槽
撤
去

費
用
補
助

　

工
事
に
要
し
た
額
。
た
だ
し
上
限

を
９
０
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

○
応
募
条
件

・
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

　

月
末
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
方

・
岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

　

る
方
、
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
後
に

　

速
や
か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る
方

・
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
績

　

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

・
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に
基

　

づ
く
確
認
ま
た
は
浄
化
槽
法
第
五

　

条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の
届
出

　

の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄
化
槽
を

　

設
置
す
る
者

・
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
30
年

　

４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
末
）
に

　

浄
化
槽
を
設
置
で
き
な
い
者

・
販
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

　

槽
付
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）

　

を
建
築
す
る
者

※
売
買
契
約
が
成
立
し
て
以
降
の
申

請
は
可

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
賃
貸
人

　

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

　

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分
の
一

　

未
満
の
場
合

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

（
区
域
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

○
そ
の
他

　

浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と
き
は
、
機

種
お
よ
び
人
槽
を
確
認
す
る
た
め
市

の
立
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助

金
申
請
後
に
生
活
環
境
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ
た
場
合
は

補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係 

　
　
（
内
線
１
８
４
）
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広
告

公
益
財
団
法
人
上
田
徳

一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会

第
31
期
奨
学
生
募
集

○
募
集
期
間　

９
月
28
日
ま
で

○
対
象

　

岩
出
市
の
市
民
税
所
得
割
額
が
平

均
額
以
下
の
世
帯

○
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学
校

　

の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
平
成
30

　

年
度
（
平
成
29
年
分
）
課
税
証
明

　

書
④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票
（
世
帯

　

全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
内

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

奨
学
生
志
願
者
の
在
学
校
ま
た

は
、
卒
業
学
校
を
経
由
し
て
事
務
局

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
・
貸
与
金
額
お
よ
び
採
用
人
数

①
高
等
学
校
奨
学
生
（
３
年
制
）

　

月
額
１
万
５
千
円
・
・
・
2
名

②
大
学
奨
学
生
（
短
期
大
学
を
除

く
）

　

月
額
３
万
円
・
・
・
・
・
2
名

※
た
だ
し
、
奨
学
金
を
給
・
貸
与
す

る
期
間
は
、
正
規
の
最
短
修
業
年
限

と
し
、
給
・
貸
与
を
受
け
た
奨
学
生

は
、
奨
学
金
の
半
額
を
償
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
選
考
方
法

　

第
１
次　

書
類
審
査

　

第
２
次　

筆
記
試
験

問　

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学

　

会
事
務
局  

教
育
総
務
課
総
務
係

　
（
内
線
２
７
６
）

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

平
成
30
年
度
﹁
緑
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
表

彰
功
労
者
推
薦
受
付

　

潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
生
活
環
境

を
確
保
し
、
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実

感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
で

は
、毎
年
10
月
を
「
都
市
緑
化
月
間
」

と
し
、
広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
緑

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
表
彰
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
被
表

彰
者
候
補
の
推
薦
を
募
集
し
ま
す
。

○
表
彰
の
対
象

　

岩
出
市
内
に
お
い
て
、
居
住
ま
た

は
活
動
し
て
お
り
、
次
に
該
当
す
る

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
個

人
ま
た
は
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

①
公
園
緑
地
の
ま
ち
づ
く
り

　

②
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

　

③
道
路
の
ま
ち
づ
く
り

　

④
河
川
等
の
ま
ち
づ
く
り

○
対
象
者
の
推
薦
方
法

①
推
薦
は
区
長
、
自
治
会
長
ま
た
は

は
市
内
の
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者

が
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

②
推
薦
の
締
切
り
は
、
9
月
28
日
ま

で
と
し
ま
す
。

○
受
賞
者
の
選
定
と
表
彰
の
方
法

①
推
薦
を
受
け
た
も
の
の
中
か
ら
選

考
委
員
会
で
選
考
の
後
、
市
長
が
受

賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

②
表
彰
者
に
は
、
表
彰
状
の
授
与
を

行
い
ま
す
。

○
申
請
用
紙

　

申
請
用
紙
等
は
事
業
部
都
市
計
画

課
に
て
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰
の
時
期

　

10
月
下
旬
、
岩
出
市
役
所
に
て
実

施
予
定

問　

都
市
計
画
課
（
内
線
２
２
３
）

募　

集

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補

助
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置

（
器
具
交
換
）
す
る
区
・
自
治
会
等

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

〇
補
助
金
の
交
付
対
象
者

　

既
設
の
蛍
光
灯
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
へ
取
り
替
え
る
区
・
自
治
会

等〇
補
助
金
の
額

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
購
入
経
費
及

び
設
置
工
事
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
１
基
に
つ
き
２
０
，

０
０
０
円
が
限
度
。
補
助
金
の
額
に

１
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
１
０
０
円
未
満
の
額
は
切
り
捨

て
）

〇
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

　

事
前
に
次
の
書
類
等
を
添
え
て
補

助
金
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

・
既
設
防
犯
灯
設
置
箇
所
位
置
図

・
既
設
防
犯
灯
現
況
設
置
写
真

・
設
置
工
事
に
係
る
見
積
書
の
写
し

※
申
請
前
に
取
替
工
事
を
行
っ
た
場

合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

広   告   募   集
「広報いわで」へ広告を
掲載してみませんか？
○掲載料金　
　　　　1 枠 10,000 円
※ 2 枠、3 枠も可能です。
市 ウ ェ ブ サ イ ト へ の バ
ナー広告もあります。
問 市長公室 （内線 119）
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ふ
る
さ
と
岩
出
市
応
援

寄
附
金
に
係
る
返
礼
品

を
募
集
し
ま
す

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

　

市
で
は
、
平
成
29
年
12
月
か
ら
当

市
へ
寄
附
を
い
た
だ
い
た
市
外
の
方

に
対
し
、
返
礼
品
の
送
付
を
開
始
し

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
返
礼
品

と
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ
る
事
業

者
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
対
象
事
業
者

①
市
内
に
本
社
（
本
店
）、支
社
（
支

店
）、
営
業
拠
点
、
生
産
拠
点
の
い

ず
れ
か
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人
事

業
者
で
あ
る
こ
と

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
代
表
者
等
が
「
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
に
掲
げ
る
暴
力
団
等
の
構
成
員

等
で
な
い
こ
と

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と

○
返
礼
品
の
要
件

①
農
林
水
産
物
等

　

岩
出
市
で
栽
培
、
収
穫
、
捕
獲
等

さ
れ
た
も
の

②
製
造
品
、
加
工
品

　

岩
出
市
の
事
業
者
が
製
造
・
加
工

し
た
も
の
、
ま
た
は
市
内
で
生
産
さ

れ
た
原
材
料
等
を
主
原
料
と
し
て
製

造
・
加
工
し
た
も
の

※
市
内
事
業
者
に
よ
り
企
画
、
商
品

開
発
さ
れ
、
市
外
の
工
場
等
で
製

造
・
加
工
さ
れ
た
も
の
も
含
み
ま

す
。

③
市
内
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
等

（
例　

宿
泊
券
、
食
事
券
等
）

　

額
面
表
示
が
な
い
も
の
で
、
岩
出

市
内
の
実
店
舗
で
の
み
使
用
で
き
る

も
の

④
そ
の
他

　

①
～
③
以
外
の
も
の
で
、
岩
出
市

岩
出
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会　

公
募
委
員
募
集

　

市
で
は
、
平
成
28
年
3
月
に
「
み

ん
な
で
支
え
合
い　

安
心
し
て
暮
ら

せ
る　

笑
顔
の
い
わ
で
～
参
加
と
協

働
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
～
」
を

基
本
理
念
と
す
る
、
岩
出
市
地
域
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
や
進
捗
状
況
の
把

握
、
評
価
検
証
を
行
い
、
本
計
画
を

推
進
し
て
い
く
た
め
、
学
識
経
験

者
、
福
祉
保
健
関
係
者
、
社
会
福
祉

事
業
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る
岩
出

市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
市
民
の
方
で
本
計
画
策
定
に
参

画
い
た
だ
け
る
公
募
委
員
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
条
件
等

▼
平
成
30
年
9
月
1
日
現
在
、
岩
出

市
に
１
年
以
上
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
方

▼
任
期
中
岩
出
市
外
へ
転
出
す
る
予

定
の
な
い
方

▼
岩
出
市
職
員
、
市
議
会
議
員
で
な

い
方

▼
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
（
年
2
～
3
回
程
度
）

▼
地
域
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
本
市
で
他
の
付
属
機
関
等
の
委
員

を
「
3
」
以
上
兼
ね
て
い
な
い
方

○
募
集
期
限

　

10
月
1
日
（
月
）
ま
で

○
募
集
人
数　

1
人
（
選
考
）

○
任
期
・
報
酬

▼
平
成
30
年
12
月
25
日
か
ら
2
年
間

▼
「
岩
出
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、
会

議
の
出
席
に
対
し
て
報
酬
（
日
当
）

を
支
払
い
ま
す
。

○
提
出
書
類　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
と
は　

岩
出
市
民
が

で
き
る
地
域
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
論
文
（
４
０
０
字
～
８
０
０
字

以
内
、
様
式
は
自
由
）
を
添
え
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
福
祉
課
ま
で
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
場
所　

福
祉
課
総
務
係

※
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
可

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地　

岩
出
市

役
所　

福
祉
課
総
務
係

FAX

　

61
‐
１
６
３
２

M
A

IL　

fukushi-1@
city.iw

ade.

lg.jp○
選
考
方
法
・
結
果
の
通
知

▼
書
類
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

▼
選
考
の
結
果
は
、
書
面
に
よ
り
通

知
し
ま
す
。

問　

福
祉
課　

総
務
係

　
　
（
内
線
３
２
９
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

○
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
日
時

９
月
７
日
（
金
）
～
９
月
21
日
（
金
）

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
配
布
・
受
付
場
所

　

土
木
課　

事
業
管
理
室
管
理
係

○
抽
選
会
日
時
・
場
所

　

９
月
28
日
（
金
）
午
後
３
時
か
ら

　

岩
出
市
役
所
２
階
第
４
会
議
室

○
募
集
戸
数　

1
戸

　

岩
出
市
川
尻
２
４
１
番
地
（
４
階

建
・
２
Ｄ
Ｋ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
）

４
階
16
号
室

問　

土
木
課　

事
業
管
理
室
管
理
係

　
　
（
内
線
２
０
４
）

の
名
所
、
旧
跡
、
意
匠
を
特
徴
的
に

表
し
た
も
の
や
岩
出
市
産
の
材
料
を

特
徴
的
に
使
用
し
た
も
の

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
産
業
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　

ふ
る
さ
と
岩
出
市
応
援
寄
附
金
返

礼
品
登
録
申
請
書
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
礼
品
の

画
像
デ
ー
タ
（
カ
ラ
ー
、
5
メ
ガ
以

内
）
を
添
付
し
て
次
ま
で
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先　

岩
出
市
商
工
会

M
AIL　

info-iw
ade@

w
-shokokai.

or.jp○
申
込
期
限

　

掲
載
月
の
前
月
20
日
ま
で

（
例　

10
月
掲
載
の
場
合
、
9
月
20

日
ま
で
）

問　

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

　
　
（
内
線
２
４
５
）

　

岩
出
市
広
報
タ
イ
ム
で
は
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
毎
月

第
3
木
曜
日
の
午
前
11
時
55
分

か
ら
、
和
歌
山
放
送
に
て
放
送

し
て
い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
一
度
、
お
聴
き
く
だ
さ

い
。

問　

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

　
　
（
内
線
２
４
５
・
２
４
８
）
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

終
活
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

～
相
続
編
～

○
日
時　

　

9
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
・
祝
）

　

両
日
と
も
午
後
2
時
～
午
後
3
時

○
場
所　

根
来
公
園
墓
地

　
　
　
　

管
理
事
務
所
会
議
室

○
内
容　

▼
司
法
書
士
に
よ
る
相
続
に
つ
い
て

の
講
義
（
50
分
間
）

▼
相
続
税
関
係
制
度
に
つ
い
て
の
講

義
（
5
分
間
）

▼
根
来
公
園
墓
地
に
つ
い
て
の
ご
説

明
（
5
分
間
）

○
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

予
約
不
可
、
参
加
費
無
料

お
知
ら
せ

子
ど
も
の
安
全
見
守
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど

も
の
安
全
対
策
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
登
下
校
時
や
放
課
後
に
不
審
者

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
を
企
て
よ
う
と
す
る
者
は
、

声
を
か
け
ら
れ
た
り
目
撃
さ
れ
た
り

す
る
の
を
嫌
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

庭
の
水
や
り
や
玄
関
の
掃
除
、
散

歩
な
ど
、
日
常
の
活
動
を
登
下
校
の

時
間
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
犯
罪
の
抑
止
力
が
高
ま
り
ま

す
。

　

学
校
行
事
等
に
よ
り
、
各
学
校
や

学
年
で
下
校
時
間
が
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の

お
力
を
ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
総
務
課  

学
校
教
育
係

　
　
（
内
線
２
７
８
）

成　

人　

講　

座

○
演
題　
「
世
界
遺
産
・
高
野
山
の

　
　
　
　

  

魅
力
」

○
講
師　

高
野
山
大
学
総
合
学
術

　
　
　

機
構
課
長　

木き
の
し
た下　

浩ひ
ろ
よ
し良

氏

○
日
時　

9
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進

　

係
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

講
座
・
催
し

○
演
題　
「
紀
の
川
の
自
然
の
恵

み
」
～
鳥
や
昆
虫
に
つ
い
て
～

○
講
師　

　

元　

県
子
ど
も
・
障
害
者
相
談

　

セ
ン
タ
ー
所
長　

東
ひ
が
し
や
ま山　

好よ
し
の
ぶ伸

氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
根
来
学
園

　

日
付　

9
月
3
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

9
月
7
日
（
金
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

　

日
付　

9
月
10
日
（
月
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

9
月
12
日
（
水
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

9
月
19
日
（
水
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　

歳
以
上
の
方

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
﹁
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
が

9
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）

ま
で
の
10
日
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
運
動
の
重
点

・
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
に
注
意

　

こ
れ
か
ら
日
没
が
早
く
な
る
の
に

伴
い
、
薄
暮
時
間
帯
の
交
通
事
故
が

例
年
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
反
射
材
の
活
用
」
と
「
早
め
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
」
で
交
通
事
故

を
抑
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

　

夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
の
み
な
さ
ん

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
反
射
材
を

有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
み
な
さ
ん

　

明
る
い
服
装
の
着
用
と
反
射
材
の

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

広
告

問　

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

　
　
（
内
線
２
４
５
・
２
４
８
）
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第
27
回
全
国
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
和
歌
山
県
予
選
会

〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

9月の休園日

【展示会】
9月15日(土)～16日(日) 森のキノコ展 15日：13:00～16:00

16日： 9:00～16:00
9月15日(土)～16日(日) 黒潮愛蘭会・秋の展示会 9:00～17:00(最終日16:30まで)
9月29日(土)～30日(日) 古典植物と山野草展 9:00～17:00(最終日16:30まで)
10月6日(土)～8日(月・祝) 秋の小品盆栽展 9:00～17:00(最終日16:00まで)

【教　室】
9月16日(日) キノコ観察会 13:30～15:30　参加費無料、事前申込不要

【イベント】
10月7日(日) 和歌山の木で作ろう（木工） 10:00～15:00　参加費無料、事前申込不要

（材料が無くなり次第終了）

4日(火),11日(火),
18日(火),25日(火)

9 月の花ごよみ…ダリア、サルビア、タイタンビカス、スイフヨウ

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

○
日
時　

7
月
8
日
（
日
）

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
の
部

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

☆
小
学
６
年
生
以
下
の
部

１
位　

山
本
遥
希

▽
女
子
の
部

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

☆
小
学
５
年
生
以
下
の
部

２
位　

𠮷
川
莉
央

（
ダ
ブ
ル
ス
）

☆
小
学
６
年
生
以
下
の
部

３
位　

山
本
陽
世
・
三
毛
菜
愛

☆
小
学
５
年
生
以
下
の
部

１
位　

田
村
春
妃
・
田
中
芹
香

２
位　

正
林
初
菜
・
山
本
楓
恋

▽
男
女
初
心
者
の
部

（
ダ
ブ
ル
ス
）

１
位　

山
出
遥
都
・
大
森
悠
玖

２
位　

佛
智
咲
・
今
井
日
菜

３
位　

神
場
美
伶
・
山
下
真
央

３
位　

黒
田
萌
衣
・
浅
田
彩
結

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
52
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
市
民

交
流
大
会

○
日
時　

7
月
12
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

○
結
果

○
男
子
の
部　
︵
51
名
参
加
︶

１
位　

牧
野
正
幸

２
位　

吉
盛
一
男

３
位　

速
水
公
司

○
女
子
の
部　
︵
36
名
参
加
︶

１
位　

田
和
順
子

２
位　

岩
西
眞
智
子

３
位　

藤
澤
和
代

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

主
催

第
30
回
岩
出
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時　

7
月
11
日(

水)

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

○
結
果

▽
男
性
の
部

1
位　

山
根
秀
樹

2
位　

後
藤
弘

3
位　

吉
田
訓
士

▽
女
性
の
部

1
位　

楠
根
ツ
ヤ
コ

2
位　

辻
本
純
子

3
位　

門
川
エ
ツ
子

※
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

２
０
１
８
年
少
林
寺
拳
法

和
歌
山
県
民
体
育
大
会

○
日
時　

6
月
17
日
（
日
）　

○
場
所　

海
南
市
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
組
演
武

　
（
親
子
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

鳴
神
安
規
男

　
　
　
　
　
　

鳴
神
唯
愛

▽
単
独
演
武

　
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

努
力
賞　
　

増
井
統
也

※
岩
出
市
少
林
寺
拳
法　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

　
　
　
　

6
月
定
例
会

○
日
時　

6
月
26
日
（
火
）

○
会
場　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

○
結
果

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位　

薮
下
進
・
松
下
國
彦

　
　
　
　
　
　

・
川
端
佑
子

２
位　

辻
内
曙
・
山
田
栄
子

３
位　

上
野
滿
智
子
・
細
谷
小
夜
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

大
会
結
果
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子 

育 

て

　

相　
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お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

第 13 回岩出市青少年育成市民大会

　青少年が、夢と希望を持ち、「生きる力」を身につけ、たくましく健やかに成長していくことを願い、より一層青

少年への理解を深め、健全育成の意識の高揚を図り、家庭・学校・地域が今何をすべきかを考える機会として開催し

ます。

○日時　９月 8 日（土）午後 1 時 30 分から

○場所　市民総合体育館　小ホール

○内容
　・岩出中学校　吹奏楽部演奏発表

　・表彰状授与

　・賞状授与「絆」小・中学生ポスター優秀作品

　・中学生による「少年の主張」作文発表

　・アウチ（漫才）

　※司会は岩出小学校、岩出中学校、那賀高校の児童・生徒

　　が務めます。

○入場料　無料

○主催　岩出市青少年育成市民会議

※各地区育成会の活動状況の紹介、小・中学生の「絆」ポス

ター展示コーナーを設置しています。

アウチ

　岩出中学校出身の那賀高校１年と向陽高

校１年の漫才コンビ。中学 2 年生の学年

文化祭への出演をきっかけに結成されたコ

ンビで漫才をしていくうちに人を笑顔にさ

せる素晴らしさを知る。今回の市民大会で

は、みなさんを笑いの渦に巻きこめるか、

滑ってしまうかわかりませんが、漫才を心

から楽しんでいる様子を見て頂きたいで

す。

手話通訳します

広
告

　和歌山県では、常用労働者を 1
～ 4 人雇用している事業所を対象
に、「毎月勤労統計調査特別調査」
を実施します。
　対象となる事業所は、8 月から 9
月にかけて統計調査員が伺いますの
で、ご協力をお願いします。
　　　　　問　和歌山県調査統計課
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問　 保健推進課  保健予防係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平 30 年 5 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

    10 日（月）・11 日（火）

■ 7 か月児（平成 30 年 2 月生）
    18 日（火）・19 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

    5 日（水）・ 26 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

    14 日（金）・21 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

    5 日（水）・ 26 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

    14 日（金）・21 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

    18 日（火）

内容：栄養指導、育児指導

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

9 月

育て子
コーナー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　
　

い
わ
で
っ
子

10 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

 1 日（月）

22 日（月）

２歳児
（平成 27 年 4 月 2 日生
～平成 28 年 4 月 1 日生）

製作
（文化祭展示の製作）

午前10時30分

　～11時30分

総合保健福祉

センター

各

15 組

 5 日（金）

12 日（金）

１歳児
（平成 28 年 4 月 2 日生
～平成 29 年 4 月 1 日生）

各

10 組

2 日（火）

9 日（火）

0 歳児
（平成 29 年 4 月 2 日生

以降）

各

10 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
2
歳
児
︙
9
月
12
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
9
月
13
日
（
木
）
～　

・
0
歳
児
︙
9
月
14
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 29 年 1 月生）  

（平成 27 年 2 月生）

（平成 29 年 10 月生）

（平成 28 年 2 月生）

　　　　　　　　（予約制）

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

♪
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
母
さ
ん
、
お

　

友
だ
ち
を
探
し
て
い
る
お
母
さ
ん

　

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

♪
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ　

　

ん
、
お
父
さ
ん
、
話
し
て
み
ま
せ

　

ん
か

♪
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
齢
の
お

　

友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
違
う
年
齢
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

　

ん
で
み
ま
せ
ん
か

♪
様
々
な
子
育
て
情
報
を
発
信
し
た

　

い
人
、
受
信
し
た
い
人
、
ご
自
由

　

に
ど
う
ぞ

♪
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
も

　

す
る
よ
！

○
日
時　

9
月
12
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
中
で
し
た
ら
、
自
由

　

に
入
室
・
退
出
で
き
ま
す
。）

※
毎
月　

第
2
水
曜
日

○
テ
ー
マ

「
小
児
科
医
か
ら
の
子
育
て
支
援

～
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
～
」

○
日
時　

9
月
28
日
（
金
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

会
議
室
Ａ

○
講
師　

木
下
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

院
長　

木き
の
し
た下　

智と
も
ひ
ろ弘
氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

※
一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
）

　

希
望
の
方
は
9
月
3
日
（
月
）
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　

申
・
問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
61
‐
２
９
８
３

子
育
て
講
座
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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☆
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
☆

　

市
の
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
で

は
、
子
育
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ま
の
お
写
真
を
掲
載
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パパママ教室
受付時間 9:45 ～ 10:00　　　　　　　　（予約制）

　25 日（火）

内容：４か月までの赤ちゃんと
　　　お母さんの体操

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
、
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字程度）を記載の上、写真データ（1MB

以上）を添付しメールでご応募ください。11 月号掲載の締切は 9 月 21 日（金）です。応募多数の場合は抽選とさせていただ

きますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

いわで
っ子

3 歳 ま で の お 子 さ
んの写真を

大募集！

岩出市内の

※年齢は申込み時の年齢です。

ちゃん（1 ヵ月） ちゃん（6 ヵ月）

◆素敵な未来が待ってる
よ☆健やかに育ってね♡

◆これからも元気いっぱ
い！大きくなあれ★

◆希望に満ち溢れた朝の
香りがするような輝かし
い 女 性 に 育 っ て い き ま
す。

みづき 　周
あまね

　明
あ さ か

沙香 ちゃん（1 歳）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

児童手当の現況届（更新の手続き）の提出はお済みですか？
　現在、児童手当を受給している方は、子どもの養育状況を確認するために、現況届の提出が必要です。

　まだ提出ができていない方は、早急に子育て支援課まで提出してください（郵送可）。

　未提出の場合、受給資格があっても、6 月分以降の児童手当が受けられなくなりますのでご注意ください。　

　

　※受給者と児童が別住所（岩出市外）の場合は、児童の属する世帯全員の住民票（本籍、続柄が入ったもの）の添付

　　が必要です。

問　子育て支援課　児童福祉係（内線 324）

◎「平成 31 年度保育所等利用申込のご案内（一次募集）」につきましては、6 ページに掲載しておりますので
　そちらをご覧ください。

子ども医療　小中学生通院の「窓口１割負担」取扱医療機関順次拡大中！
※詳しくはウェブサイトをチェック！

（http://www.city.iwade.lg.jp/hokennenkin/hoken-iryou/kodomo-josei.html）

8 月から日本赤十字社
和歌山医療センター
取扱い開始！
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相談 日時
（祝日除く） 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

4日（火）・18日（火）
午後1時～4時

岩出市役所
 2階  第7会議室

　悪質商法によるトラブルや架空請
求、貸金業者からの借金問題などの消
費者問題についてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
☎61-6966

消費生活相談
（紀の川市開設）

12日（水）・26日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階　相談室（小）

紀の川市商工労
働課☎79-3919

行政相談
19日（水）
午後1時～3時

根来地区公民館
第１会議室

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続き等、どんなことでもお
気軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
11日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
「人権問題ではないだろうか？」と感

じたときは、お気軽にご相談くださ
い。人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線336）

教育相談
月～金曜日
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
　・適応指導教室「フレンド」
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
  ☎61-7007

・教育総務課
 （内線367）

・適応指導教室 
☎62-0892

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室
☎073-441-0808
☎073-441-0826

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院（問い合わせは、和
歌山県立医科大学小児成育医療
支援室へ）

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

こうのとり相談

医師と相談 那賀振興局健康福祉部相談室 不妊専門医による面接相談（予約制） 那賀振興局健康
福祉部保健福祉
課☎61-0049

月～金曜日
午前9時～午後5時45分

電話相談 保健師による電話相談

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・労働問
題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困9
月

場所

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

（2 階建て以下、延床面積 400㎡以下）
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だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
未
来
へ（学年は発表当時の学年です。）

中央小学校 6 年

6/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

昔
は
人
権
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い

う
考
え
は
な
く
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
対
し
て
差
別
的
な
考
え
を
持
つ
人

が
多
く
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
差
別
を
受
け
、
と
て
も
暮

ら
し
に
く
い
世
の
中
で
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
、
障
が
い
の
な
い
人
と
同

じ
よ
う
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
考
え
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
車
イ
ス

の
ま
ま
で
も
入
る
こ
と
が
出
き
る
よ

う
に
広
く
作
ら
れ
た
障
が
い
者
専
用

ト
イ
レ
や
、
障
が
い
の
あ
る
人
で
も

移
動
し
や
す
い
よ
う
に
入
り
口
に
近

い
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
る
障
が

い
者
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
目
が
見

え
な
い
人
の
歩
行
を
助
け
る
た
め
に

歩
道
に
設
置
さ
れ
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
の
人
口
の

約
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
障
が
い
を

も
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
約
九
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
は
健
常
者
で
す
。
健
常

者
の
中
に
も
家
族
や
親
せ
き
に
障
が

い
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
た
り
し

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
親

切
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る
人

が
い
る
中
で
、
ま
だ
一
部
の
人
た
ち

が
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
差
別

的
な
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
人
が
い
る
せ
い
で
障
が
い
の
あ

る
人
は
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

心
の
内
の
声
を
い
う
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
ん

な
の
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
す

か
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
通
り
に
く
い
と

な
ら
い
え
る
の
に
車
イ
ス
が
通
り
に

く
い
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
そ
ん

な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
の
気
遣
い
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。二
〇
一
六
年
の
四
月
に「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
区
別
さ
れ
た
り
特
別
あ
つ
か
い
さ

れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
行
政
や
事

業
者
が
は
い
り
ょ
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
当

た
り
前
な
こ
と
は
法
律
に
す
る
ま
で

も
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
差
別

的
な
考
え
を
持
つ
人
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
健
常

者
が
当
然
の
権
利
と
し
て
は
い
り
ょ

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
障
が
い

者
も
同
じ
よ
う
に
主
張
し
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
の
が
こ
の
法
律
の
主

旨
だ
そ
う
で
す
。
一
般
の
人
が
で
き

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
う
い

う
法
律
が
施
行
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
広
ま
る
中
、

障
が
い
者
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
健

常
者
が
駐
車
し
た
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

西
にし

　亜
あ さ み

紗実

ク
の
上
に
自
転
車
を
止
め
た
り
す
る

心
な
い
行
動
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
解
決
す
る
に
は
一
人
ひ
と
り

が
人
権
を
大
切
に
し
、
呼
び
か
け
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
考

え
が
定
着
し
て
か
ら
ま
だ
百
年
も

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
て
も
多
く
の

人
が
人
権
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
完
全
に
障
が
い
の
あ
る
人

が
暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
行

な
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
先
進
国
の

ド
イ
ツ
に
負
け
な
い
国
に
な
れ
ば
と

私
は
思
い
ま
す
。
ま
た
障
が
い
の
あ

る
人
を
特
別
だ
と
認
識
す
る
の
で
は

な
く
、
背
が
高
い
人
と
低
い
人
が
い

る
よ
う
に
、
髪
の
長
い
人
と
短
い
人

が
い
る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
ち
が
う

個
性
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
、
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
だ
と
思
い
ま

す
。
数
十
年
後
の
未
来
に
は
、
差
別

な
ど
な
く
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す

い
国
に
な
っ
て
い
れ
ば
と
私
は
考
え

ま
す
。

 

お
知
ら
せ

 

大
会
結
果

建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

　　　　　問　都市計画課（内線 222）

対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

～対象住宅が拡充されました～
平成 12 年 5 月以前

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問い
　合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！

（2 階建て以下、延床面積 400㎡以下）
対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

無料！



PB

2018・9　広報いわで　　24

図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

9月のカレンダー

☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
※DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお返し
　ください。視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23/30 24 25 26 27 28 29

9 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  2 日（日） ・ 9 日（日）・・・「おはなしドロップス」

16 日（日）・23 日（日・祝）・・・「おはなしのとびら」

30 日（日）・・・「英語でおはなし会」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室

8 日（土）・・・「おはなしのじかん」

　午後 2 時から

　総合保健福祉センター図書室おはなし室　

○図書館スタッフによるおはなし会
22 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室

※子ども向けですがどなたでもお楽

　しみいただけます。

「ガフールの伝説」（97 分）（子ども～一般向け）

○日時　9 月 9 日（日）　  開場　午後 2 時

　　　　　　　　　　　    開演　午後 2 時 15 分　

「わたしを離さないで」（104 分）( 一般向け )

○日時　9 月 21 日（金）　開場　午後 1 時 15 分

　　　　　　　　　　　    開演　午後 1 時 30 分

○場所　岩出図書館　大会議室（先着 100 名）

図書館ＤＶＤ上映会

22 日（土）・・・「おはなしパレット」

「地震！！」図書コーナー

　図書館で所蔵している資料の中から、地震につい

ての本を展示します。地震はいつ何時起こるかわか

りません。いざという時に慌てず行動するために、

これを機会に地震について考えてみてはいかがで

しょうか。

○期間　9 月 1 日（土）～ 30 日（日）

○場所　岩出図書館　展示コーナー

中学生・高校生ビブリオバトル　岩出市大会　参加者大募集！！
　岩出図書館では、ビブリオバトルの発表者（バトラー ) と観戦者（オーディエンス）を募集しています。ビブリ
オバトルとは、バトラーがおすすめの本の魅力を５分間で紹介し合い、参加者全員で「一番読みたくなった本」（チャ
ンプ本）を投票で決める書評ゲームです。ぜひご参加ください。
　開催日時・会場等は次のとおりです。詳細は、図書館等に設置しているチラシをご覧ください。

中学生ビブリオバトル 高校生ビブリオバトル

日時 11月17日（土） 午後1時30分から 11月18日（日） 午後1時30分から

会場 岩出図書館 紀の川市立河北図書館

発表者
(バトラー)

対象 岩出市在住・在学の中学生 岩出市在住・在学の高校生(高校生相当年齢の方)

申込方法 9月30日（日）までに岩出図書館カウンター、または市内中学校・那賀高校の生徒は学校司書
に申込書を提出してください。

観戦者(オー

ディエンス)

対象 どなたでも(定員100名) どなたでも(定員100名)

申込方法 岩出図書館カウンターまたは電話でお申込みください。

※中学生ビブリオバトル・高校生ビブリオバトルとも紀の川市大会と同時開催となります。
※今大会のチャンプ本発表者は、12月9日（日）午後0時30分から和歌山県立図書館で開催される決勝大会に出場します。

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23/30 24 25 26 27 28 29
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まちの
iwade    town   information

パ
シャ話題

写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込
むと、動画が再生できます。動画が再生
されない場合は、市ウェブサイトからご
覧ください。

新しい「岩出橋」の開通式典

　7 月 17 日（火）午前 10 時に新しい「岩出橋」を含

む宮交差点から船戸三叉路までの 0.8㎞区間の暫定 2 車

線での利用開始に先立ち、7 月 14 日（土）午前 10 時

より開通式典を行いました。

　当日は天気も良く、「そうへぃちゃん」や「きいちゃん」

が出迎える中、黒あわび茸などのふるまいや、岩出中学

校、岩出第二中学校の吹奏楽部の演奏など、多くの方が

楽しまれていました。

　式典後、一家に親・子・孫世代の夫婦が顕在されてい

ることは大変おめでたいことから、これにあやかり「世

代を超えて永く受け継がれる橋に・・・」という願いを

込めて、「三世代夫婦による渡り初め」も行われ、三世

代夫婦のご家族を先頭に約 980 名が新しい橋を歩いて

渡られました。

たくさんの方にお祝いしていただきました 7／14

ごみのない綺麗な街を

　当日は、岩出市内の５か所で多数ご参加いただき、誠

にありがとうございました。皆さまが一体となってこの

運動に取り組んだことで、環境美化に対する意識を持

ち、河川に漂着するごみ問題について理解を深められた

ことと思います。

　引き続き「ごみのないきれいなまち」を目指して、市

民の皆さまのご協力をお願いします。

第 27 回クリーン缶トリー運動イン岩出 7／15
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展示作品募集中
○展示期間　11 月 3 日（土）午前 10 時～午後 5 時
　　　　　　11 月 4 日（日）午前 9 時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 3 時 30 分
○会場　市民総合体育館
○申込締切　9 月 14 日（金）
○申込先　市内各地区公民館または生涯学習課
　　　　　※郵送・ファックス可
　〒 649-6292　岩出市役所生涯学習課　公民館係
　FAX　62-4590
○搬入　11 月 2 日（金）午前 9 時～午後 2 時
○搬出　11 月 4 日（日）午後 3 時 40 分～午後 5 時
※その他詳しい出品規定等は申込先各施設掲示のポス
ター、市ウェブサイトをご覧いただくか、問い合わせ
先までご連絡ください。

陶芸体験コーナー参加者募集
○日程　① 11 月 3 日（土）午前 10 時～
　　　　② 11 月 3 日（土）午後 1 時 30 分～
　　　　③ 11 月 4 日（日）午前 9 時～
○定員　①②③各 15 名
○場所　岩出市陶芸館（サンホール）
○材料費　500 円程度
○申込方法　陶芸体験ご希望の方は、10 月 2 日（火）
までに岩出市文化祭実行委員会事務局に電話でお申し
込みください。（土日祝日除く、午前 9 時～午後 5 時）
※定員になり次第締め切らせていただきますのでご了
　承ください。
※岩出市外の方でも申込いただけます。（ただし、作
品の受取に岩出市役所に来ることが可能な方とさせて
いただきます）

第 13 回　岩出市文化祭

申・問　生涯学習課内第 13 回岩出市文化祭実行委員会事務局☎ 62-2141（内線 286・289）

「平成 30 年７月豪雨」義援金箱の設置について
　平成 30 年７月豪雨による被災者の方々への支援として、市役所をはじめとする市内公共施設に義援金箱を設置
しています。皆様方のご協力をお願い申し上げます。

○受付期間　９月 27 日（木）まで
○義援金箱設置施設（17 か所）
　・市役所１階福祉課、市民課、２階市長公室　　　・総合保健福祉センター
　・各地区公民館８か所（中央、岩出、山崎、紀泉台、根来、桜台、上岩出、船山）
　・岩出図書館　　・駅前ライブラリー　　・総合体育館　　・民俗資料館　　・ねごろ歴史資料館

問　福祉課総務係☎ 62-2141（内線 329）

平成 30 年住宅・土地統計調査のお知らせ

　総務省統計局では、10 月 1 日現在で住宅・土
地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要
な調査で、全国約 370 万世帯の方々を対象とし
た大規模な調査です。
　調査期間中、統計調査員が調査書類を配布いた
します。調査への回答は、インターネットでの回
答または紙の調査票での回答をお願いします。

問　市長公室　市民ふれあい係
　　☎ 62-2141（内線 113、118、119）


